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生産者たちが語る
えびのの農業

▲▼高原野菜
食への安全性が問われ、国産野
菜への関心が一層高まりをみせ
ている近年、えびの市でも野菜
の出荷量は例年にない伸び率を
示しています。生産者たちも動
員数を増やし急ピッチで収穫作
業に取り組んでいます。

▼▶花き栽培
高原特有の気候を生かした花き
栽培。菊やゆりなどの切り花や、
パンジー、プリムラなどの鉢苗物
に加え、ラナンキュラスやデル
フィニウムなど新たな花種の栽
培にも着手しています。

「えびの高原のきれいな山水で育
てたバラは大輪で色鮮やか。秋か
ら春は特に大きく育ちます。」

「機械で長さを揃えたら手作業
で選別と箱詰め。とても根気の
いる作業です。」

AGRICULTURE

農　業
いつもおいしくそして安全であること
作り手の笑顔は確かな安全の証。

　えびの市の基幹産業である農業は、
市を貫流する川内川流域を中心に行
われており、その粗生産額は210億
2千万円となっています。川内川周
辺の標高200〜250メートル一帯
は、質・量ともに県内の最高峰を誇る
えびの米の一大産地。ほ場整備を積
極的に推進した結果、一区画が20
アール以上のほ場整備率は60％を
超え、後継者不足による高齢化対策と
して、認定農業者や集落営農への農地
の流動化に努め、ブランドの確立を目
指しています。また、水田裏作とし
て、醸造メーカーとの契約栽培による
大麦栽培等にも取り組んでいます。
標高250〜350メートルは畑作地
帯となっており、施設園芸や露地野菜
等の契約栽培が行われています。施

設園芸は、イチゴを中心にエコピーマ
ンなど当市の立地条件を生かした農
作物の栽培を推進。露地野菜は、ほう
れん草や小松菜など、市内の加工野菜
メーカーとの契約栽培が行われてい
ます。さらに標高500メートル以上
の高台にはキャベツや花の苗物等の
栽培地のほか畜産団地も整備。畜産
農家の優良なたい肥は米や野菜の栽
培に、一方、稲ワラは家畜の飼料とし
て利活用するなど、耕畜連携による安
心・安全な資源循環型の農業が営まれ
ています。

えびのの農産物

えびの産ヒノヒカリ：宮崎を代表する
ブランド米。種子更新率100％を目標
に適期作付けを行い、食味コンクール
を開催するとともに、学校給食の全量
を使用するなどの取り組みにより、品
質・量の向上、安心・安全をモットー
に県内外に販売しています。
エコピーマン：化学合成農薬の使用回
数を従来の1/2以下にするなどした特
別栽培のピーマンとして県のエコ認証
を取得。立地条件を生かして長期間出
荷することにより、新しいブランド化
を目指しています。
えびの高原いちご：年間販売額2億円
のブランド品。沖縄県や鹿児島県で販
売されています。

農産物

宮崎県認証ブランドとしても知られ
る完熟きんかん。市内では６戸の生
産農家がきんかんのハウス栽培を
行っています。完熟きんかんの中で
も大きさ、色合い、糖度など一定の基
準を満たしたものだけが、最高級ブラ
ンドの『たまたま』に認定されます。
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畜産家たちが目指す
えびのの畜産業

◀黒豚
えびの市内のほとんどの養豚農家
が生産を手がけている黒豚。豊か
な自然のなかで元気に育った豚は
臭みの少ない、肉本来の豊かな旨み
が特徴。

◀▲えびの産肉用牛
夏場も冷涼な気候のもと、えびの産
の稲ワラなど自給飼料を与えて肥
育する肉用牛。個体識別システム
による生育管理で安全性の確保に
努めています。さまざまな品評会
でもトップクラスにランクされ、県
内外でも高い評価を得ています。

　採卵鶏▶
安心・安全で付加価値の高い卵を生
産するためには健康な採卵鶏を育
てることが重要。鳥インフルエンザ
対策など徹底した衛生管理を行う
鶏舎では、水や餌にこだわり、愛情
を注ぎながら環境にも配慮した飼
養を行っています。

STOCKBREEDING

畜産業
環境への配慮を図り、支援体制を強化する。
優れたえびのブランドの確立を目指して。

　農業と並ぶ市の基幹産業である畜
産業。肥育牛、和牛、乳牛、養豚、養鶏
の各部門において、本市は南九州にお
ける一大産地として発展し、年間粗生
産額は178億円に達しています。近
年、子牛価格は高騰しているものの、
畜産全般では価格低迷と経営者の高
齢化、環境保全など、取り巻く環境は
厳しさを増しているため、関係者が一
体となり農家の生産活動支援に積極
的に取り組んでいます。特に肉用牛
は716戸で25,100頭（平成17年）
を飼養し、その粗生産額は全国市町村
の中でも第2位（平成18年度）を誇
り、えびの畜産の中では6割を占めて
います。規模拡大が進む中、ヘルパー
制度等による高齢者支援体制や受精
卵移植等を活用した高品質な肉用牛
の生産を推進しています。

また、酪農では32戸の農家で1,030
頭の乳牛を飼養しており、高品質な生
乳生産のため乳牛の改良と施設の改
善が図られています。養豚では90
戸の農家で 56,700頭を飼養。戸
数減少の中、規模拡大が進み、消費者
ニーズにあった豚肉生産を推進して
います。採卵鶏120,000羽、ブロ
イラー878,000羽を飼養する養鶏
農家22戸では、防疫体制を強化。ま
た一方では、付加価値の高い卵を生産
しブランド化にも務めています。ほ
とんどの畜産農家では、平成16年度
の家畜排せつ物法施行以来、家畜ふん
尿の適正処理と管理のための施設整
備を行うとともに、良質な有機肥料の
生産と耕種農家への供給を行う体制
を確立し、資源循環型の畜産業を推進
しています。

えびのの畜産物

えびの黒豚：市内の養豚農家で生産・
肥育された黒豚は、飼養者の愛情を
いっぱいに受け生産された逸品で、県
内外でも人気商品となっています。
ブランド卵：市内生産者が独自の生産
方式と飼料により生産した特殊卵は、
県内外へ出荷され、多くの消費者から
認められています。

▲えびの黒豚

▲ブランド卵
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◀真幸地区
えびの市の西にあたり京町温泉、吉
田温泉など良質の湯が湧出する温
泉郷としても知られており、毎年2
月には南九州最大の買物市である
「京町二日市」が開催されます。

加久藤地区▶
えびの市のほぼ中央に位置し九州
自動車道えびのインターチェンジ
や国道、県道がアクセスする玄関口
となっています。市役所などの公
共施設や、グリーンパークえびのな
どの商業施設が集積しています。

◀飯野地区
えびの市の北東にあり小林市と市
境を接しています。自然公園や渓
谷など見どころも多く点在してお
り、春には飯野出張所周辺の商店街
を中心に植木市が開催されます。

明石酒造▼▶
明治24年創業の明石酒造は市内唯
一の焼酎製造会社。主力の芋焼酎に
加え、米・麦焼酎などさまざまな銘柄
の焼酎を製造販売。大の焼酎好きと
いわれた法然和尚をまつった「法然
神社」がある栗下地区にあります。

ぐいっ！ ぐいっ！ 

ぐいっ！ ぐいっ！ 

50人分もの食事の準備は 

大変です!50人分もの食事の準備は 

大変です!

貴重な体験でした。 貴重な体験でした。 

▲そのまんまゴーヤ羊羹
ゴーヤのユニークなカタチ
を生かしたアイデア商品。
ほのかな苦みがくせになる
おいしさ。

◀田の神さあ商品券
えびののシンボル田の神さ
あがキャラクター。市内
639の商工会員企業で利
用できます。

▲商工会館
商工業者を支援する経営相談や税務相談をは
じめパソコン講習会なども開催しています。
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ふるさとを元気にする
えびのの商工業

商工業
COMMERCE&INDUSTRY

暮らしを豊かに応援する明るい笑顔と活力と
えびのらしさが輝く潤いのある街。

　市ではえびの市商工会など関係機
関と連携しながら商工業者に対し、え
びの市小規模事業特別融資制度、中小
企業融資預託制度を設けて中小企業
の経営安定を図っています。また、国
は、「地域創業助成金制度」を創設しま
した。本来はサービス関連分野を対
象とした制度ですが、えびの市では食
料品製造業、飲食料品小売業、一般飲
食店も対象となります。また、現在、
市内には19社の指定企業があり、地
域商工業者の育成を図るとともに誘
致企業および既存企業に対し、側面か
らの支援にも取り組んでいます。
　えびの市商工会は、現在会員639
人（加入率62.0％）。特産品開発委
員会を組織し、えびの市の特産品を
使った商品開発に取り組んでいます。

　平成19年5月には「ゴーヤ羊羹」
の販売を開始し、今後「里芋のすり流
し」も商品化の予定。地域ブランド育
成に寄与するものとして期待されて
います。
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えびのブランド



視覚障害者福祉会のレクリエーション大会に 
加久藤小学校の元気な3年生たちが参加しました。 
視覚障害者福祉会のレクリエーション大会に 
加久藤小学校の元気な3年生たちが参加しました。 

ぼくた
ち福祉交流隊!

玉がない～!!

みん
なよくがんばりました♪

そうれっ!!
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豊かな毎日を支援する
えびのの社会福祉

▲老人ホーム真幸園
入所定員は一般50人、ショートス
テイ4人。プライバシーを守るた
め居室はすべて個室。天然温泉の
浴室は利用者にも大変好評です。

▲社会福祉協議会
子どもからお年寄りまで市民が安心し
て健やかに暮らせるよう、地域と連携
しながらさまざまな福祉活動を行って
います。2006年の豪雨災害では支
援情報の提供を行うなど、被災者を支
援する災害ボランティアの受付窓口と
もなりました。

▲老人福祉センター
市内にお住まいの60歳以上の方
がご利用できる施設で、各種相談を
はじめ趣味や娯楽、入浴などの場を
提供し、明るく生き生きとした生活
を支援しています。

▲ふれあい館
　えびの市中部在宅介護支援センター
社会福祉協議会に隣接し、デイサービスや
高齢者への給食サービスを行っています。

▼えびの福祉作業所
障害者の自立支援を目的に平成
14年に開設、平成19年にNPO法
人格を取得しました。月曜から金
曜まで利用者たちが軽作業を行い
ながら社会参加を果たしています。

社会福祉
SOCIAL WELFARE

　少子・高齢社会の到来や核家族化
などを背景に、世帯構成や家族の機
能が大きく変化し、相互扶助の弱体
化や社会的つながりの希薄化など
に加え、自殺、虐待、引きこもりなど
が新たな社会問題になっています。
本市においても、市民が主役となり
一人一人が助け合い支え合うこと
によって、住み慣れた地域で自分ら
しく安心した生活を送ることが強
く求められています。このような
中、住民自らが策定した「地域福祉
計画」を基本に、平成19年度から
中学校区ごとの地域福祉推進会議
を立ち上げ、自治公民館ごとの見守
りネットワークの確立や、民生委員
や地域福祉推進委員をリーダーと
する各種地域福祉活動の推進、ボラ

ンティア活動への参加促進などに
取り組んでいます。今後、これらの
力が地域福祉充実の要となってい
きます。
　また、本市における65歳以上
の高齢者数は7,795人（平成20
年 4月 1日）を数え、高齢化率は
33.68％。高齢者世帯、一人暮ら
し、寝たきり、認知症老人等の増加
とともに、支援が必要な高齢者も増
えてきています。本市では、高齢者
が住み慣れた地域で、健康でいきい
きとその人らしく自立した生活が
続けられるまち、「人と自然がほっ
となえびの」を目標とした高齢者保
健福祉計画および介護保険事業計
画を基本に、健康の保持と増進、介
護予防事業の推進、高齢者クラブな

どの生きがい対策事業を推進。要
介護者はもちろん、介護をしている
人を支える在宅サービスの推進や
地域ケア体制の整備にも取り組ん
でいます。
　一方、障害者福祉においては障害
者の重度化・重複化とともに障害者
の高齢化が進行しているため、さら
なるノーマライゼーションの理念
に基づいた障害者の自立と社会参
加が求めてられています。本市で
は「障害者計画」を基本計画とする

「障害福祉計画」に基づき、市民一人
一人が互いに尊重し合うことを目
標に、障害のある人の個性に応じた
福祉サービスの提供や地域生活を
送るための支え合い事業を展開し
ています。

住み慣れた地域で自分らしく生きる
どんな人にも思いやりとやさしさで。
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子どもたちは、みんなの宝
支えるえびのの児童福祉

定期検診・育児相談▲▶
3か月検診、6か月検診では
医師による診察や計測のほか
保健師による育児相談などを
行っています。

子育て支援センター▶
育児相談や育児支援をはじめ、
就学児の放課後支援、絵本や遊
具の貸出を行うなかよし号の運
営などさまざまな子育て支援
を行っています。また社会福祉
協議会とも連携し高齢者との
交流を行うなど幅広い福祉活
動の拠点ともなっています。

なかよし号

◀児童クラブ
放課後や学校の休業日に、保護
者不在となる家庭の児童たち
を受け入れる施設で平成14
年に開設しました。小学校の
1年生から3年生を対象とし、
遊びや学習に取り組む子ども
たちを指導員らが親代わりと
なって見守っています。

児童福祉
CHILD WELFARE

妊娠、出産、子育てまできめ細かな支援で
小さな命のぬくもりを守り育てる。

　えびの市では急速な少子化が進行
しており、これまで以上に子どもたち
が健やかに暮らすことのできる環境
を整えるための課題が増加してきて
います。
　子どもたちは私たちにとって大切
な宝。本市では、「次世代育成支援行
動計画」を策定し、子どもを安心して
生み育てることのできる地域社会の
実現に向けて、多用で柔軟な子育て支
援のためのサービスに取り組んでい
ます。そのために必要なのが保育施
設の充実。現在、市内には7か所の認
可保育園があり、各保育園では、女性
の社会進出等による多様な保育ニー
ズに対応するため、低年齢児保育や延
長保育など保育サービスなども充実
させています。

　また、保護者の病気や育児疲れなど
に対応するため、一時保育や地域での
子育て支援の拠点となる「子育て支援
センター」を設置し、関係機関と連携
を図りながら育児相談や講演会、交流
会、レクリエーションなどの幅広い活
動を行っています。
　一方、母子・寡婦・父子家族について
は、生活の安定と子どもの健全育成を
図るため、児童扶養手当制度や母子医
療費、寡婦医療費、父子医療費の助成
制度があります。
　また、「母子および寡婦世帯生活つ
なぎ資金」の貸付の利用促進も図られ
ています。今後も、えびの市母子寡婦
父子福祉連絡協議会を中心に、より一
層の支援を行います。

平成15年に国は少子化対策の一
環として「次世代育成支援対策推
進法」を制定しました。本市でも
平成13年３月に策定したえびの
市エンゼルプラン（えびの市児童
育成計画）で推進された施策や成
果、課題等を踏まえ「えびの市次
世代育成支援行動計画」を策定。
子どもたちの健やかな成長と子
育て家庭への支援を充実させる
ための具体的な取組みなどを定
めています。

えびの市
次世代育成支援

行動計画



▲環境センター

▲えびの市美化センター
平成９年に完成したごみ焼却施
設。焼却の際に発生する余熱を
利用した浴場を併設しており、
市民らに広く開放しています。
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市民たちが守る
えびのの環境

▲交通安全教室
交通安全協会の職員らが幼稚園・
保育園児たちに交通安全指導を
行います。

▲えびの消防署
年間650件から700件の救急
業務に出動。緊急消防援助隊の
登録車両となっている高規格救
急車両には高度救命用資機材や
防震架台を装備しています。

▼クリーンアップ
川内川流域の飯野小学校の児童たちと川内
川上流漁業協同組合飯野支部の会員による
河川清掃。ゴミ拾いの後は1,000尾のウナ
ギの稚魚と山太郎ガニを放流しました。

▲災害救助活動
2006年7月に甚大な被害をも
たらした集中豪雨。消防団、自衛
隊、消防署、警察署、市役所が連携
し迅速な救助活動を行いました。

▲交通安全街頭キャンペーン
警察署、自衛隊、JAえびの市、地
域婦人連絡協議会等が協力しド
ライバーに安全運転や飲酒運転
根絶を呼びかけます。

◀環境美化推進員
市内各地区に環境美化推進員を
設置し、環境美化に対する意識啓
発に取り組んでいます。

ENVIRONMENTAL  CONSIDERATIONS

安全防災・環境整備
快適で安全な生活環境を守る
最新の技術力と、市民の行動力。

　えびの地震、山津波、豪雨災害な
ど、えびの市では過去に大きな災害
が発生しています。これらの経験
を踏まえ、えびの市では、いざとい
うときあわてずに安全に避難でき
るよう、平成13年にえびの市地域
防災計画を、平成19年に国民保護
計画や洪水ハザードマップを作成
しました。市民の安心と安全を守
るため、消防団や自主防災組織、そ
のほか関係機関と協力して、防災体
制の強化を図ります。また、防犯の
面では、高齢者の方々が「見守り隊」
となって、子どもたちの登下校を見
守ってくださっています。このよ
うな方々と連携を図りながら、「安
心・安全で住みよいえびの市」を築
いていきます。

　えびのは自然豊かなまち。この
自然は、いつまでも守っていかなけ
ればなりません。だれもが美しい
環境で暮らせるよう、えびの市では
えびの市環境基本条例に基づき、え
びの市環境基本計画を策定してい
ます。水・緑・生物等の自然環境の
保全、省資源、省エネルギーなど、環
境にやさしい施策を進めています。
平成16年4月からスタートした
ごみの細分別化も市民の協力を得
て定着し、ごみの再利用・再資源化・
減量化につながっています。今後
も循環型社会
に向けて、4R

（ヨンアール）
活動を行って
いきます。

また、川内川の最上流域で暮らす私
たちの責務は水質保全。浄化槽の
設置を推進し水質保全への理解・啓
発などを一層推し進めるものとし
ます。

※4R
リフューズ（不要なものは断る）、
�リデュース（ごみの量を減らす）、
リユース（繰り返し使う）、
リサイクル（再利用する）



SOCIAL EDUCATION

社会教育
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心身ともに健やかに
生きがいのある人生を。

▲永山運動公園
サッカー、野球、グラウンドゴ
ルフなどさまざまなスポーツ
を楽しむ市民たちに幅広く活
用されています。

開始から約90分 
手作り凧の完成です！ 

▼真幸地区体育館
市内の主要スポーツ施設であり
スポーツ大会をはじめ多彩なイ
ベントの会場ともなっています。

▲公民館活動
地域住民が主体となって取り
組む公民館活動。世代を越え
た交流の輪が広がります。

▲たこあげ大会
自治公民館連絡協議会と子ど
も育成連絡協議会が主催する
真幸地区の恒例行事。毎年大
勢の親子が参加します。

▲王子原運動公園

▲神社原運動公園

　えびの市では、住民の日々移り変わ
る、さまざまな学習ニーズに対応する
ため、「いつでも」「どこでも」「だれで
も」気軽に学べる生涯学習環境の充実
を目指しています。その柱が「自治公
民館活動奨励事業」で、学習活動は郷
土芸能の伝承や年中行事、世代間交流
や健康、趣味に関するものと多岐にわ
たっています。
　これらの活動は住民が自分たちで
企画・実施するもので、市では講師謝
金の助成や、校区ごとにある地区公民
館に社会教育指導員を一人ずつ配置
して、活動の指導・助言を行い、地域の
活動を支援しています。また、「地域
の子どもは地域で育てる」意識づくり
として、公民館活動の中で「大人と子

どもの交流活動事業」を実施したり、
公民館や学校、関係団体が連携した連
絡会議を設置したりして、青少年の健
全育成と地域での子育て支援を推進
しています。そのほか、住民の市政に
対する理解を深め、さらなる学習機会
の提供を図るため「えびの市出前講
座」を開設しています。小グループで
の申込が可能で、65講座で開設した
当初は市だけの対応によるものでし
たが、平成19年度からは市内外の公
共機関の協力も得て90講座を数え
るほどとなり、内容も年々充実してい
ます。

学ぶ喜びやふれあう楽しみを味わう
輝くえびのの元気人を応援する。

▲えびの市文化の杜
もり

えびの市の文化・教育の中枢である
「えびの市文化の杜」は、市の北側、大
明司地区の小高い丘の上にあります。
緑に囲まれた敷地内には、イベント
ホールや調理実習室なども完備した
「文化センター」やふるさとの歴史や
文化遺産を展示紹介する「歴史民俗
資料館」、お話の部屋や調査研究コー
ナーを併設した「市民図書館」などが
あり市民に広く利用されています。
それぞれの施設で年間を通して独自
の催しや企画展なども多数開催。秋
の恒例行事「田の神さあの里産業文化
祭」の会場ともなっています。



SCHOOL EDUCATION

学校教育
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この街の明日を担う
元気な子どもたち

▲市立岡元小学校
まるで大家族のような全校生徒たち。
児童数の少ない学校では学年間の垣根
を越えたあたたかな交流が育まれてい
ます。

▼市立真幸小学校
6年生が1年生に絵本の読み聞かせを行ったり、教師、
保護者、地域が連携を図ったりするなど独自の教育活
動に取り組んでいます。

▲▶市立上江小学校
秋の恒例行事である「上江っ子フェス
タ」。自分たちで育てたお米で餅つき
に挑戦したり、地域のみなさんといっ
しょに昔の遊びを楽しんだりするなど
盛り沢山の収穫祭です。

▲市立加久藤小学校 尾八重野分校
市内にある6校（１校は休校中）の小学
校のうち2校は分校（１校は休校中）。

教育環境を取り巻くさまざまな課題に取り組み
子どもたちの豊かな個性や可能性を伸ばす。

▲県立飯野高等学校

　雄大な霧島の麓、中央には川内
川が流れる自然豊かな田園風景に
見守られながら、子どもたちは毎
日元気に学校に通っています。地
域の高齢者の方々がボランティア
でスクールガードとして通学路に
立ち、子どもたちの登下校の安全
を見守ってくださっています。
　えびの市の学校教育５つの挑戦
として、
①ふるさと教育・キャリア教育へ
　の挑戦、
②学力向上を図る指導への挑戦、
③心の教育への挑戦、
④体育、健康教育への挑戦、
⑤特色ある学校の創造への挑戦
を掲げています。現在、えびの市
では、えびのの歴史・文化・伝統

を学ぶ「えびの学」という教科を
新設し、愛情と自信と誇りを持っ
て地域に貢献できる「人づくり」、

「志を持って未来を切り開く子ど
もの育成」を目指しています。ま
た、平成17年度から学校二学期制
を導入し、「より質の高い教育を、
より創造的な教育活動で」を目標
に、活力ある学校教育の実現のた
め積極的な取り組みを行っていま
す。学習時間を確保することによっ
て、基礎学力の充実、体験的な学
習、問題解決的な学習の推進等、
教育の充実等に取り組んでいます。
さらに、平成20年度からモデル的
に、飯野小学校、飯野中学校、飯
野高校で「小・中・高一貫教育」
を実施し、６・３・３制の12年間

を見通した系統的・継続的な教育
システムを確立し、学力向上と地
域貢献のための「人づくり」を目
指していきます。

▲市立飯野中学校

市立加久藤小学校
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健やかな暮らしを支える
充実の医療。

▲高速マルチスライスCT撮影装置
１回転0.6秒で6枚の断層像を撮
影する最先端装置。高速CＴ撮影
が可能で肺ガンおよび消化器疾患
の検査、動脈りゅうの早期発見に
も威力を発揮しています。

▲男の腕まくり料理教室
男性にも料理を楽しんでもらお
うとスタートした料理教室。え
びの市食生活改善推進員の指導
を受け参加者たちはみな真剣な
表情です。

▲元気に笑ってウォーキング教室
だれでも気軽に健康づくりを実践
できるウォーキング教室をはじめ
市民の元気を応援するさまざまな
講座を開催しています。

▲転倒予防教室
中高年を対象に日常生活に取り
入れやすい予防法などを紹介し
ています。

▼健康相談
田の神さあの里産業文化祭では血
圧・体脂肪測定や献血、医師による
健康相談なども行っています。

HEALTH&MEDICAL

保健・医療
ここに暮らす人々が心身ともに健康であるために
求められる支援を思いやりの心で。

　人はだれもが健康で生き生きとし
た生活を送りたいと願っています。
また、市民が健康であれば明るく元気
に満ちたまちづくりにもつながります。
　えびの市では成人を対象とした「元
気に笑って健康えびの」、乳幼児から
中学生までを対象とした「元気で笑
顔！えびのっ子」、乳幼児の虫歯予防
を目的とした「笑顔でキラリ☆元気な
歯」という保健計画を策定し、赤ちゃ
んから高齢者まで、市民の健康を保
持・増進するためにさまざまな事業を
行っています。
　この計画に沿って、乳幼児には心身
ともに健やかに成長するように乳幼
児健診や子育て相談を、大人になって
からは万病を引き起こすといわれる

生活習慣病の健診や保健指導を、また
高齢者に対しては寝たきりにならな
いように健康相談や健康教育などを
行いながら、市民の心とからだの健康
づくりを支援しています。
　一方では、高齢化の進展や医療の高
度化により、医療費や介護給付費が
年々増大し、市の財政圧迫の要因とも
なっています。また、これに伴って市民
が負担する保険料も増大しています。
　このため、今後は健康づくりはもち
ろんのこと、医療費等の抑制の観点か
らも「予防」に重点を置いた取り組み
を行います。
　特に、40歳以上の方には全員健診
を受けていただき、生活習慣病の予
防・重症化の抑制に取り組みます。

▲保健センター

▲えびの市立病院
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笑顔と活気にあふれる
ふるさとづくり。

◀市役所内
平成19年に行った市役所本庁舎
耐震等改修工事に伴うバリアフ
リー整備。だれもが利用しやす
い市役所とするため、点字ブロッ
クの整備や段差の解消、多目的ト
イレの整備などを行いました。

市役所内多目的トイレ▶
本庁舎2階の多目的（思いやり）ト
イレは、市内の公共施設では初め
てのオストメイト対応。ウォシュ
レットやベビーシートも備え、高齢
者や乳幼児連れの方でも安心して
利用できるやさしいトイレです。

議　長　髙牟礼　宏邦 副議長　外園　三千男

ADMINISTRATION&ASSEMBLY

行政・議会
市民の声を、市政に生かし
人と自然が「ほっと」なまちづくりを。

▲えびの市役所外観

　えびの市は、緑豊かな自然と、先人
の培ってきた貴重な歴史・文化・伝統
を受け継ぎながら、市制施行以来標ぼ
うしている「田園観光都市」を継承し
つつ、地理的条件・自然環境等を生か
した個性豊かなまちづくりを進め、え
びの市の持つさまざまな資源を活用
し独自性を発揮するとともに、近隣市
町村との連携を図りながら魅力的な

「住みたいまち」を目指してきました。
　真に豊かな生活を送ることができ
るよう、生涯学習や社会参加活動の充
実、男女共同参画社会の形成、国際交
流促進による異文化交流等を積極的
に進めていきながら、えびの市に住む
人が、働き、学び、自然や歴史・文化を
守り育て、憩い楽しみ、生きがいと豊

かさを感じ、本当に住んでよかったと
実感できるまちづくりに取り組んで
います。
　これらの実現を目指すため、次の基
本目標を設けて、“ほっとな”人間関
係、“ほっとな”暮らしの創造に向け総
合的な施策の展開を図っていきます。

（１） 豊かさと活力あるほっとな産業
づくり

（２）新時代を担うほっとな人づくり
（３） 誰もが生き生きと暮らせるほっ

とな環境づくり
（４） 安全で快適にすごせるほっとな

生活環境
（５）魅力あるほっとなまちづくり
（６）時代に即応したほっとな行政
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ふるさとの
偉人たち

島
し ま づ い え ひ さ

津 家 久
第十八代島津藩主
1576（天正４年）〜1638（寛永15年）

島津義弘の三男として加久藤城に生まれる。幼名は米菊
丸、又八郎。家久の名は徳川家康の偏諱によるもの。武
勇に優れ、慶長の役では父義弘とともに朝鮮に渡り、各地
で軍功を挙げる。父義弘、伯父義久より家督を継いだの
ちは鶴丸城を築城し領内守備を固めた。また武士・農民
を支配するため藩の支配体制を強固にするなど薩摩藩の
礎を築いた。　　　　　　　　　　〔所蔵/尚古集成館〕

黒
く ろ き ち か よ し

木 親 慶
軍人
1883（明治16年）〜1934（昭和9年）

名門と云われた黒木家の跡継ぎとしてえびの市飯野村に
生まれる。元陸軍参謀でシベリア駐在武官等を歴任。亡
命したロシア白軍の、セミョーノフ将軍をかくまったた
め軍職を退いたと伝えられ、えびの市内に残る黒木家住
宅にはそのために増築した居間が残っている。映画監督
の故黒木和雄の母の異母兄にあたる。

楢
な ら き の り ゆ き

木 範 行
民俗学者
1904（明治37年）〜1937（昭和12年）

現えびの市大字島内に生まれ、真幸小学校、加治木中学校
を経て國學院大學高等師範部に入学。折口信夫との出会
いを機に民俗学を志す。鹿児島県立商船学校で教鞭を
執りながら民俗学の研究を続け、1936（昭和11）年に
は野間吉夫らと鹿児島民俗研究会を設立。1937（昭和
12）年に地域民俗学についてまとめた「日向馬関田の伝
承」を刊行する。

中
な か ま と し の り

間 俊 範
元えびの市長
1916（大正5年）〜1990（平成２年）

昭和26年4月より37年2月まで飯野町議会議員を務
めたのち37年2月から飯野町長に就任し41年の三町
合併後から45年11月まではえびの町長を歴任。45年
12月の市制施行後、49年11月から61年1月までの
約12年間えびの市長として市の発展のため尽力する。
就任中は市制施行、九州縦貫道路の一部開通、陸上自衛隊
えびの駐屯地の誘致などに卓越した手腕を振るう。

黒
く ろ き か ず お

木 和 雄
映画監督
1930（昭和5年）〜2006（平成18年）

三重県松阪市に生まれ幼少期を満州で過ごした後、祖父
母の住むえびの市飯野へ。中学・高校を宮崎で過ごした
後、同志社大学へ進学。1954年には岩波映画製作所演
出部で助監督を務め、1957年に監督デビューし1962
年にフリーとなる。代表作は、豊かな霧島の自然と自ら
の少年期を描き、えびの市内でロケが行われた「美しい夏
キリシマ」や、「TOMORROW明日」、「父と暮らせば」など。

えびの人物列伝
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▪市民のくらし
人　口

28,972 人 ▶ 23,079 人 ▶ 22,473 人
昭和45年国調 平成17年国調 平成19年

（10/１現在）

世帯数

8,084 世帯 ▶ 9,148 世帯 ▶ 9,153 世帯
昭和45年国調 平成17年国調 平成19年

（10/１現在）

高齢者
3,077 人
（10.6%） ▶

7,582 人
（31.2%） ▶

7,649 人
（34.0%）

昭和45年国調 平成17年国調 平成19年

（　　）は高齢者率

出　生

332 人 ▶ 155 人 ▶ 161 人
昭和45年 平成14年 平成19年

（前年10/１〜９/30までの1年間）

死　亡

293 人 ▶ 305 人 ▶ 371 人
昭和45年 平成14年 平成19年

（前年10/１〜９/30までの1年間）

転　入

1,932 人 ▶ 1,144 人 ▶ 1,394 人
昭和45年 平成14年 平成19年

（前年10/１〜９/30までの1年間）

転　出

3,037 人 ▶ 1,329 人 ▶ 1,520 人
昭和45年 平成14年 平成19年

（前年10/１〜９/30までの1年間）

小学生

3,323 人 ▶ 1,391 人 ▶ 1,084 人
昭和45年 平成14年 平成19年

中学生

2,073 人 ▶ 827 人 ▶ 665 人
昭和45年 平成14年 平成19年

高校生

472 人 ▶ 572 人 ▶ 484 人
昭和45年 平成14年 平成19年

就業者

15,583 人 ▶ 12,229 人 ▶ 11,408 人

（　　）は全産業から見た割合

事業所

1,364 事業所 ▶ 1,342 事業所 ▶ 1,266 事業所
昭和44年 平成13年 平成18年

農家数

5,251 戸 ▶ 3,156 戸 ▶ 2,982 戸
昭和45年 平成12年 平成17年

肉用牛

7,314 頭 ▶ 22,800 頭 ▶ 25,900 頭
昭和45年 平成13年 平成18年

市　道

479.2 km ▶ 588.5 km ▶ 591.8 km
昭和45年 平成12年 平成17年

犯罪発生件数

189 件 ▶ 193 件 ▶ 162 件
昭和45年 平成12年 平成17年

交通事故

88 件 ▶ 88 件 ▶ 94 件
昭和45年 平成13年 平成18年

市税収入済額

173,300 千円 ▶ 1,762,902 千円 ▶ 1,783,327 千円
昭和45年 平成12年 平成17年

一般会計決算額（歳出）

1,125,395 千円 ▶ 11,825,180 千円 ▶ 10,350,988 千円
昭和45年 平成13年 平成18年

9,935 人
（63.76%） ▶

3,245 人
（26.5%） ▶

2,954 人
（25.9%）

昭和45年国調 平成12年国調 平成17年国調

うち第１次産業

本市は宮崎県、鹿児島県、熊本県の三県の境界にある。九州縦貫自動車道も本市を中心に宮崎、
鹿児島、熊本の三方へ伸びる。東経 130 度 42 分〜 130 度 59 分、北緯 31 度 55 分 49 秒〜 32 度 7
分 49 秒の間にある。

市の総面積は 283 平方キロメートルで東西約 26 キロメートル、南北約 22 キロメートル。南から
北にむかってだんだん広くなり扇の型をしている。

市の南部は霧島屋久国立公園の主峰韓国岳をはじめ、甑
こしき

岳、白鳥山、飯盛山などが連なって“え
びの高原”をつつみ、その山すそは北にむかっておだやかな傾斜の台地を作っている。北は九州
山脈の南端にある矢岳、国見、鉄山などの連山が急傾斜で南下している。
　この両山系に囲まれた中央部は平坦地で、霧島山に源を発する長江川、池島川と九州山脈に源
を発する川内川が合流してこの盆地の中央を西に流れ、鹿児島県薩摩川内市に至っている。宮崎
県で川が西に流れるのは本市だけである。これら河川の流域は地力のすぐれた砂質土壌で農作物
の栽培に適し、なかでも質 ･ 量ともに県内一を誇る “えびの米”の産地となっている。

南の山岳地帯は霧島旧期溶岩と新期溶岩の二つからなり、中央平坦部は川内川流域を中心に沖積
層を形成、その周囲を加久藤層群がとりまき、その外側を段丘礫層が走っている。北部の方では
山岳地帯の東半分は四万十層群とシラス泥溶岩が混合しており、西半分は主として安山岩から
なっている。
　耕地の土質は水田地帯はほとんど砂質土壌または壌土からなり、畑地帯は火山灰土がほとんど
で粒子の細かい黒色の土壌である。

明治22年町村制の施行により飯野村、加久藤村、真幸村が誕生。昭和15年4月3日に飯野村が町に、
昭和 25 年 4 月 1 日に真幸村が町に、昭和 30 年 2 月 11 日に加久藤村が町になる。そして昭和 41
年 11 月 3 日、この三つの町が合併し「えびの町」となり、さらに、昭和 45 年 12 月 1 日に市制を
施行し現在に至る。

▪ 位 置

▪ 面 積

▪ 地 勢

▪ 地 質

▪ 沿 革

 市の位置と地勢、地質、沿革

　地　勢
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